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資料２

荒川下流域水防災タイムライン
（流域タイムライン）の導入について

令和3年度 荒川下流域を対象としたタイムライン専門部会（第3回）
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●「荒川下流域水防災タイムライン（以後、「流域タイムライン」）」の導入に向けて（R3～実施）

◎荒川下流河川事務所版タイムラインの見直し（一部継続）
→河川管理者として行う防災行動内容を確認し、特に河川管理施設の運用などを漏れなく明記
→タイムラインの設定時刻毎に想定した各観測所水位（熊谷、治水橋、岩淵）及び潮位を追記
→R3から「荒川下流タイムランWEB運用会議」を試行、併せてWEBホットラインの実施方法を検討し、事務所版及び流域
タイムラインに反映（継続）

→HWL到達見込みによる排水機場停止に伴う内水対策を関係自治体と検討し、事務所版及び流域タイムライン
に反映（継続）

◎沿川自治体の地域防災計画等の見直し（継続）
→受持区間の水位観測所で氾濫水が到達されることが想定されている自治体において、避難情報等を発出する際のトリ
ガーとして地域防災計画等に記載があるか等を確認し、必要に応じて見直し等の助言

◎水防活動手順等の作成（継続）
→重要水防箇所等の水防活動を明示した手順等の作成を、関係自治体に依頼

◎埼玉県・東京都管理支川等、管理者間連携への協議（R4から検討予定）
→マルチハザード型への深化について沿川市区から要望等を確認し、流域タイムラインとしての役割を整理

◎流域警戒ステージの導入（検討中）
→過去洪水の記録から対象シナリオ（台風性降雨・前線性降雨・小規模洪水）となる洪水を整理・選定
→各シナリオで流域警戒ステージ（流域全体で災害の進行に応じた防災対応を促すための時期区分）となり得るトリガ
ーの整理

◎流域タイムライン詳細表・総括表・個票の作成（検討中）

荒川下流域水防災タイムラインの目標

★流域水防災を基軸とした河川管理者連携タイムライン
★使えるタイムラインにする
★マルチハザード型の流域タイムライン
★沿川自治体でのL2洪水への水害対応についての認識強化

荒川下流域水防災タイムラインの検討
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●台風性降雨シナリオによる流域警戒ステージ設定（案）（資料３を参照）

主な出水の水位上昇

台風発生場所・進路

流域タイムラインの深化

荒川下流域水防災タイムラインの検討
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●荒川下流タイムラインWEB運用会議
◎荒川下流タイムラインWEB運用会議・・・R3から試行、別紙1参照
◎荒川下流域タイムラインダッシュボード・・・R3から試行、別紙2参照
◎R4からは全機関参加のWEB運用会議＋ダッシュボード運用を目指す

●流域タイムラインの展開にあたり沿川自治体等との協議調整
◎沿川自治体（3市・16区）の部長・室長会議を実施（R3からこれまで2回実施、継続して

実施）
◎今後は、沿川自治体の他、都県、道路管理者、鉄道、電気、通信等の企業も交えた「流

域タイムラインWG（仮称）」を立ち上げ、鉄道の計画運休、道路交通規制、浸水後のラ
イフライン復旧等を含めたタイムラインの検討を実施予定

＜今後＞（R4～）
→荒川本川の氾濫だけでなく、中小河川・土砂災害・高潮のマルチハザードに対応した
真に使える流域タイムラインを目指す

→流域タイムラインWG（仮称）を立ち上げ、鉄道の計画運休、道路交通規制、浸水後の
ライフライン復旧等を含めた流域タイムラインを目指す

流域タイムラインの深化

荒川下流域水防災タイムラインの検討



4

資料２

流域タイムラインのイメージ

【基軸】事務所タイムライン（見直し）
荒川本川

荒川本川に関する関係機
関防災行動（見直し）

流域タイムライン・荒川下流版

※令和4年度台風期前に「流域タイムライン・荒川下流版」
を策定目標

流域タイムライン・荒川下流版

中小河川、土砂災害、
高潮に関する

自治体の防災行動

荒川下流域水防災タイムライン（流域タイムライン）

※令和5年度以降に
「荒川下流域水防災タイムライン」
を策定目標

荒川本川
流域警戒ステージ

中小河川、土砂災害、高潮
流域警戒ステージ

（大雨・土砂災害・高潮等の
警報・キキクル等を想定）

流域タイムライン詳細表・総括表 ○荒川下流タイムラインWEB運用会
○荒川下流域タイムラインダッシュボード

埼玉県・東京都管理支川等
管理者間連携への協議

荒川下流域水防災タイムラインの検討



資料２別紙1 荒川下流タイムラインWEB運用会議

・ これまで荒川下流タイムラインでは、メールを使用して関係者との情報共有を行っていた。
・ 今年度の出水期からWEB会議の運用ルールを作成し、関係者（１６市区、東京都、埼玉県、東京管区
気象台（熊谷地方気象台）、有識者）が一同に参加するWEB会議を実施。

・ 継続して実施することで、第２ホットラインを個別に電話せずにまとめて実施できることが期待される。

運用ルール（抜粋）
（１）参加者

• 沿川１６市区、東京都、埼玉県、東京管区気象台（熊谷地
方気象台）、有識者、荒川上流河川事務所、荒川下流河川
事務所

（２）運用会議実施時期
• 気象状況や荒川本川水位の急激な変化が予想されるとき
• 有識者や参加機関から要望があった場合
（３）運用会議実施時期の決定方法

• 有識者、東京管区気象台、荒川下流河川事務所で調整し
開催日時を決定する（迅速な開催が必要なため全体調整
は行わない）

（４）運用会議の実施方法
• Teamsを用いたWEB会議で実施（必要に応じてTV会議シ

ステム）
（５）運用会議の内容
• 会議は30分以内での終了を目標とする。

有識者：松尾先生

有識者（気象）：村中先生

R3.7.21（台風8号）のWEB会議

これまでの実施状況
・R3.7.21（台風8号）1回
・R3.8.5 （台風10号）1回
・R3.9.16（台風14号）1回
・R3.9.27、28、29（台風16号）3回

荒川下流
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東京管区気象台
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・荒川下流タイムラインWEB運用会議において、参加者が同じ情報を共有
・WEB会議はタイムライン運用開始から随時実施、必要に応じて雨量予測、ダムの状況、

水位上昇見込み等を自治体に伝達
→上流域・中流域の情報をリアルタイムで伝達
→沿川自治体の速やかな避難指示等の災害対応に役立てる

別紙2 荒川下流域タイムラインダッシュボード

要協議


